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幾つかの場面に渡って,王女史をめ ぐるス  れ,その情報で趙子国は踊ることになる。だが
























































































































































































































お わ り に
このように作品分析を行って来ると,作品の
中に横浴するユーモラスな表現が,作品の成立
において極めて重要な作用をしていることが理
解出来るのではないか。老舎という作家は,作
品で,人間である限 り誰もが陥るかもしれない
危険な落とし穴を,確かな計算によって,執す功
に繰 り返し描き出しているのである。だとすれ
ば, この小論の冒頭に挙げた文学史の「ある時
には歎き圧迫する者の悪行と被害者の不幸の中
から笑いの材料を捜し出し,前者に対するl責慨
と,後者に対する同情を笑い声によって薄めて
しまい,果ては消し去ってしまう」の,「笑い」
が無意味であるばかりか作品を損なっていると
いうが評価がいかに的外れであるかが解る。
今回,日月らかにしたのは,F趙子国」の一面で
あり, もちろん,『趙子国』が完璧な作品である
と言 うつもりはない。書いている事が無意味で
遊び摩 うに感じる部分もあるし,なによりも,余
りに執拗な繰 り返しがかえって作品を損なって
いるかうにも思える。(繰り返しが執拗すぎて,
読者が趙子国に強く嫌悪を感じるのであれば作
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品世界が崩れると思うからである)。 ただ,この
『趙子国』には,『老張的哲学』で行おうとした
試みが,明らかに脈打っている。確かにテーマ
自体には新しさはない。しかし問題の掘り下げ
方は確かに老舎のものである。
以後,老舎の作品がさらに, どのような展開
を見せているか考えてみたい。(完)
,王
(1)「光輝工作二十年的老舎先生」(『老舎研究資
料』)原載 1944年4月17日重慶『新華日報』「新
華冨」干」J
(2)『趙子国』は『小説月報』18巻3号(1927年3
月)～18巻■号 (同年 11月)まで掲載された。
ちなみに,F二馬』は,同雑誌 20巻5号(1929
年 5月)～20巻12号(同年 12月)まで掲す党さ
れている。
(3)1949年までの『趙子国』の単行本としての出版
状況は,確認されているもので以下のとおりで
ある◇
〈商務印書舘〉1928年4月初版,■月再版,1929
年3版,1932年上海事変で商務印書館が大火
に迪った後,1933年2月1版,1935年月2
版,1943年再版,1947年2月4版,
〈上海・晨光〉1948年1月初版,11月再版,1949
年 4月3版,
(『老舎研究資料編目』北京市図書館学会。1983
年)
これからも,『趙子国』がどれほど読まれていた
かが推沢」出来るのではないか。
また,『趙子曰』が掲載される2ヶ月前の『小説月
親』18巻1号(1927年1月)で,「最後一頁」に
編者は F趙子口』に関して次のように書いてい
る。「『趙子国』の作者は,『老張的哲学』を書い
た老舎君である。こんどの F趙子国』は F老張
的哲学』に較べると更に進歩している。書いて
いるのは,教員閑民ではなく,学生達であり,普
段に出合い,いつも付き合っている者たちであ
る。老舎君は軽妙な筆で,北京のアパート生活
を描き,真に迫るものがある。『趙子国』の数人
の個性は,我々 読者の面前に浮かが◇後半部は
としろ厳粛は叙述に入って行き,前半部のユー
モアはもうない。だが,同様に生き生きとして
いる。かつ,一人の偉大な犠牲者の故事で作品
を結んでおり,これは我々を限りない感嘆へと
導くものである。この作品は,始めは笑わせ,や
がて感動させ,終わりに悲陵させる。」発表以前
にこの作品を読んだであろう編者は,このよう
に感動を述べている。このときの編者は,恐ら
く鄭振鐸であろうが,この感動からも,読者に
どれlまど受け入れられたかの一端を窺 うこと
が出来るだろう。
F中国現代文学史簡編』唐改主編。人民文学出版
社
「老舎『老張的哲学』私論」『集刊東洋学』57号
(1987・5)
この傾向は『老張的哲学』に既に見えるもので
ある。(同上論文参照)
老舎は王女史の枯写について次のように語っ
ている。「この本の中にただ一人の女性の登場
人物がおり,終始顔を出さない。私は女性を描
くのが怖い。ふだん女性に会っていてもいつも
ぎこちなさを感じる。私が学生だったころ,ま
だ男女共学ではなかった。仕事をするころは,
終日中年の人と一緒だったから,自然と落ち着
きを装 うことになった。私は女性と付き合 う機
会がなかったが,これもいわば栄光のようなも
のである。後の作品に女性の登場人物はいる
が,lまとんど皆想像の中から出て来たもので,
それに私が見た女性の挙動や容貌を付け加え
た。女性は本当にこんなようなのか尋ねられれ
ば,ウツをつかないかぎり,頭を横に振らざる
をえない。『趙子口』に女性が出て来ないのは,
私の最も誠実なところである」(我億ム写『趙子
国』J・老舎研究資料)
この作品では「秘密」という言葉の存在は大き
もヽ。「秘密」という言葉は,「祢悠ム着 (どうお
もう)」という言葉と共に,情報通の武端の口癖
という設定である。この作品では,おおよそ「秘
密」が69回使われ,「祢急ム着」は45回使われ
ている。「祢急ム着」は「武端は息を継ぐたびに
いつも『祢急ム着』を用い,常に人に裏に敢え
て口を挟めない秘密があるように思わせる」
(第十二・3)という点からも「秘密」と同類の
言葉と捉えることができる。「秘密」という言葉
は,極めて暗示的,刺激的で,読者にあらゆる
ケースを連想させ,推理させる。ここに,あた
かも推理小説のような効果を狙 うという作者
の意図も窺 うことができる。
効果的な「繰 り返し」|ま1936年に書かれた老舎
の代表作『路駐祥子』にもみられる。
F老舎研究資料』より訳出した。これはもともと
「宇宙風」第23期(1936・8 16)に掲載され,
後に創作体験談集『老牛破車』に入れられた。
(5)を参照
この小論の「一」までは「あらすじ」を加え
「研究会誌」第13号に掲載した。そこに続け
て後半を掲載するつもりであったが,「会誌」
が休刊になったので,少し手を入れ,この「紀
要」に全文を載せることにした。
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)
(10)
(11)
(付記)
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